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DuMA ニュースレター                                 ２０２３年２月７日 

トルコで大地震 

 ２月６日、日本時間の１０時１７分頃、トルコでマグニチュード７．８（米国地質調査所決定）の大地震が

発生しました。南アナトリア断層での発生と考えられており、内陸では最大級の地震で、現地の建物の

構造・強度を勘案しますと、極めて大きな人的損失が発生する事が避けられない状況です。一刻も早い

救出活動が望まれる状況です。 

 

最近では 1999年 8月には北アナトリア断層上の都市イズミットで M7.4の地震が発生し、1万 5000人

以上が死亡しています。ちなみに北アナトリア断層では、東西 800km におよぶ断層に沿って、次々と地

震が発生しており、20世紀だけで、８個の M7 クラスの地震が発生し、次の地震はイスタンブール近郊

で発生する可能性が高いという指摘も存在します（イスタンブール南方のセグメントだけまだ破壊してい

ないため）。 

 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
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 トルコ近傍には DuMA が紹介する M8予測で、大規模の地震発生の可能性が高い地域である事を昨

年１２月２６日のニュースレターで紹介していました。今回の予測は科学的には予測成功と位置づけられ

るかと思います。 

 

耐震補強の重要性 

 M8の予測は短期・直前予知とは違い、地域の危険性を５年というタイムスパンで示すものです。また

将来、確度の高い短期地震予知が出来たとしても、地震発生が防げる訳ではありません。 

 今回のトルコの地震でも明らかですが、地震で人が死ぬ訳では無いのです。人は建物等に“殺され

る”のです。地震災害、特に人的被害を減らすには「建物の強靭化」＝耐震化が最も有効な対策です。 

 ある試算によれば、首都直下地震で、事前に耐震補強に１兆円投下すると、その後の被害が８０兆円

減らせるとなっています。つまり耐震補強は最も効率的な震災軽減対策と考えられるのです。 

 

 次に１月末に更新された最新の M8の予測を掲載します。 

 

 

トルコ周辺における地震発生可能性がさらに高まっていた事がわかります。幸い現時点では日本周

辺にはこの M8アルゴリズムでは、巨大地震の可能性が高まったという情報は発出されておりません。 

 

参考 ２０２２年１２月２６日のニュースレター（再掲） 

１）ロシア科学アカデミーによる M8地震発生予測 

 ロシアはソビエト時代から、数理的な地震予知研究を熱心に進めてきました。実際、Institute of 

Earthquake Prediction Theory and Mathematical Geophysics,   Russian Academy of Sciences （ロシア
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科学アカデミー, 地震予知理論・数理地球物理学研究所）という研究所が現在も活動しています 

ロシア科学アカデミーと UCLA（カリフォルニア大学ロサンゼルス校）は、全世界のＭ８クラスの巨大地

震を５年間という中期で予測する【M8 algorithm】という地震の活動度･静穏化の状態を数値モデル化し

たツールを開発し、国際学術誌でもその成果が認められており、約 60％の予知率と評価されています。 

 DuMA/CSO はこの M8アルゴリズムの日本における窓口となっております。しばらくこの M８の予測を

取り上げておりませんでしたが、現在有効な予測では、幸い日本周辺では異常は観測されておらず、

巨大地震発生の可能性は極めて低い状態と M8では判断されています。 

 

 この予測は半年に１回更新されますので、２月頃に次回の予測が公表された段階で、また改めて現状

をお知らせします。 

 以下のページに M8アルゴリズムの解説を掲載しています。 

https://www.duma.co.jp/m8 
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